
校長 磯部 節弘

新年あけましておめでとうございます。

皆様、新しい年をいかがお迎えでしょうか。

旧年中の皆様の御厚情に深く感謝申し上げるとともに、本年が皆様にとりまして

素晴らしい一年となりますよう、御健勝と御多幸を心よりお祈り申し上げます。

３学期の初日は、寒さ厳しい朝でしたが、運営委員の子どもたちが、あいさつの

たすきを掛け、信号機の所で登校グループを迎えていました。しばらくすると次々

にグループがやってきて「おはようございます」の明るく元気なあいさつが飛び交

いはじめました。

長い休み明けを感じさせないさわやかなあいさつで、中には丁寧に「あけまして

おめでとう！」とあいさつをする子どもたちもいました。各教室を回った時も、「お

はようございます」と「あけましておめでとう」のあいさつが教室に響きました。

明るい１年を感じさせる朝のスタートでした。子どもたちが時と場に応じたあいさ

つができるのも保護者の皆様方や地域の方々が「あいさつ」を家庭や地域で大切に

しているおかげだと感じました。

本年も白羽小学校の教育に対しまして、御支援、御協力をお願いいたします。

御前崎市立白羽小学校

か が や く 浜 の 子
平成２６年 １月８日

あけましておめでとうございます
「みんなにありがとう」のステージがスタート

・今年の干支、馬の話

古くから人間と馬の関係は深く、田んぼやものを運ぶ仕事をして役に立ってきた動物です。

干支の馬は、７番目に神様の御殿に着いた事から、十二支の７番目になったされているようで

す。また、午の字の意味には方角で南を示す意味があるそうです

時刻の午前午後にも「午」がありますね。12時を表わす字だそうです。これが今も残り、午

前と午後は正午を挟む事で区別されていますね。また、午年の人は明るく、流行に敏感で開放

的とされます。 頭の回転がよく、誰とでもすぐに打ち解けて仲良くなってしまうようなとこ

ろもあるそうですよ。

・最後のステージ「みんなにありがとうのステージ」

ありがとうは人を笑顔にする言葉です。ありがとうと感謝をすると、怒っている心が和らいで

いきます。ですから、イライラして怒っているようなときには、特に“感謝をしてみよう”と、

自分に言い聞かせてみましょう。言葉に出して「ありがとう」を使うと心がほっこりしてきま

すよ。また、ありがとうと感謝をするには、相手の良いところを見ないと感謝はできませんね。

感謝をすると、相手のよいところを見るようになります。すると、友達からもこの人いい人だ

なあと思われるようになります。

ありがとうがいっぱいの学校は、優しさや親切がいっぱいの学校です。

ありがとうは、言っても言われても心が温まり仲良くなる言葉です。この１年お世話になった

人たちが大勢いますね。この人たちに、「ありがとう」を伝えてください。

・いじめ０の話

２学期に生活アンケートをしました。その中で、残念ですが、まだつらい思いをしている人が

いました。担任の先生がお話を聞いて今は解決してすっきりしていると思いますが、３学期は

いじめ０にしたいですね。
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